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ntativoJ と一つの分解不能の統一体を作る「有機化 organizzazione J とが一つになって「形成のための形成









































































とを指摘しなければならな L、。西欧においてすらいわゆる「クラシック j 音楽の伝統以外にも生き生きとした伝統が
多数あることは充分に知られているし，欧州周縁部へと視点を移動していけば，さらに多様な事例にいきあたる。ま
して，欧米以外ともなれば実に多彩な音楽文化が繰り広げられているので，それらへの関心を深めれば本論文で、展開
された事柄ーたとえば音楽活動を支える楽譜の意義ーが必ずしも普遍的な妥当性をもつものではないことが判明する
はずである。筆者自身，ここに指摘したことをよく知っていて，この欠陥を弁明する言説も本論に含まれてはいるが，
読者を納得させるとはいい難い。第二の短所としては，仮に「近代の西欧の芸術音楽」に対象が限定されていること
が筆者自身に容認されたとしても，具体的な例証が少なすぎるという事実である。本論の土台となる第一部で原理論
が展開され，それを受けるかたちで第二部および第三部がいくらか具体的に論述されているのであるから，この論法
をもう一歩進めれば，さらに具体的な事例に基づいた論が可能であったに違いな L 、。
こうした欠けている側面は，しかし，今後の課題として残されたものであって，たとえ将来若干の修正が本学説に
加えられることになろうとも，本論文自体の独立性を大きく損なうものではな L、。過去の研究を充分に吟味した上で
独自の考えを明瞭に展開した本論文は，日本の音楽美学史，そして音楽学史における重要なー頁を成すものであると
判断する。本審査委員会は，本論文が博士(文学)の学位論文として充分に価値のあることを認定するものであるO
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